
己
酉
十
二
月
二
卜
八
日
夜
、
間
北
よ
り
東
北
ま
で
械
に
紅
無
現
は

る
。
共
色
常
の
火
色
に
は
非
宇
。
佐
山
れ
色
に
し
て
初
一
史
民
は
祢
〈
、

牛
夜
に
は
浪
〈
、
五
.史民
1
A
で
漸

t
減
す
。
m
m
夜
間
北
の
方
、
天川叫

二
三
度
あ
っ
て
償
援
の
微
な
る
が
如
し
。
品
品
川
岬
よ
り
は
能
州
民
合
る

が
故
に、

能
州
医
大
火
あ
り
と
惣
ふ
。

然
れ
ど
も
東
北
の
附
韮
長

t
、

且
紅
色
の
中
広
足
酬
附
け
る
が
放
に
火
災
民
非
ざ
る
と
と
を
知
り
ね
。

正
月
三
日
の
段
、
天
宮
一
路
す
回
先
も
柑
叫
に
非
宇
、
光
物
と
云
。口市
-

小
説

巻

H
五

可

問

候
へ
ば
起
居
も
不
能
成
、
和
な
ど
仕
る
都
も
自
身
に
は
不
能
成
候
。

中
風
の
代
り
花
此
病
を
待
候
か
と
存
候
。
只
集
配
は
さ
し
て
替
依
無

之、

食
も
相
聴
に
は
よ
〈
被
下
候
。
念
に
は
死
申
問
敷
と
有
候
。
兎

角
来
都
可
申
上
候
。
以
上
。

十
二
月
二
十
三

日

室

新

助

て
天
裂
考

/
¥
問
中
故
、
何
れ
も
股
息
忠
三
郎
に
箆
閥
、
御
返
事
中
入
候
。
御

品円
談
の
時
分
、布
の
魁
被
仰
可
被
下
候
。
私
乎
た
共
に
兆
ゑ
故
柿
誕
激

t
、
大
方
は
凝
人
同
都
民
混
成
巾
候
。
乎
は
雨
手
共
陀
五
指
姉
み
周

仲
難
成
、
共
上
す
き
と
力
然
之
、
手
術
在
中
部
も
不
罷
成
、
足
は
踏

立
申
儀
難
成
、
立
申
事
殊
の
外
大
儀
に
御
座
候
。
他
人
の
扶
け
無
之

凶
七
九

決
智
天
文
志
日
.
地
動
陰
官
哨ν
儀
。
天
裂
防
不
vuA
。
皆
下
山
銃
強
廿
刑
ν
昨官
'k

之
措置
也
。
管
省
天
文
志
問
。
天
製
見
ν
人
e

兵
組
閣
亡
之
兆
。
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二
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有
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陰
陽
相
魁
す
る
共
集
盛
大
K
し
て
不
v
成
v
貌
時
は
、
夜
間
に
紅
白
の

光
を
現
十
。
回
品
工
不
v
帯
昌
土
気
-
之
放
也
。
想
夜
天
鳴
す
る
者
は
、
陰
陽

是
歳
立
彩
、
十
二
月
十
八
日
陀
し
て
二
十
八
日
は
立
群
第
三
候
、
Mm
'

土
氷
の
時
也
。
設
生
之
策
、
徐
惑
に
迫
て
儲
桜
す
る
所
、
天
上
の
燥

集
吸
v
之
者
也
。
凡
陰
陽
之
偽
激
す
る
も
の
、
般
に
し
て
水
火
其
象
を

な
す
時
は
、
省
総
と
な
る
。
白
山
市町
は
土
気
を
扶
む
、
故
広
釈
を
成
也
。

云
。
氷
見
梅
越
の
老
人
五
。
海
大
都
と
呼
ん
で
古
来
も
有
り
た
る
と

と
土
式
。
狛
他
図
よ
り
の

見
分
、
震
て
可
ν
記
。
有
機
組
縦
勘
文
如

左。 出世
な
る
べ
し
。四
日
に
能
州
の
百
姓
を
判
例
川
場
へ
召
し
て
之
を
附
ふ
。

答
目
。

日
制
よ
り
望
み
見
る
に
央
郡
の
火
那
と
凡
た
り
、
悶
り
て
央

部
の
人
広
間
へ
ば
答
へ
て
目
。
狛
梅
を
似
て
北
広
川
町
帥
り
て
見
た
り
と

一
、
山
翠
附
等
の
俄
室
鳩
山
弛
来
欺

商
イ
二
月
二
十
三
日
御
手
持
之
寂

御
新
宅
出
来
、
殊
に
風
来
勝
候
旨
給
困
迄
成
被
泊
、
恭
致
一
覧
候
。

さ
な
が
ら
見
中
核
に
御
座
候
。
か
様
の
景
色
、
居
屋
数
陀
は
珍
敷
儀

と
存
候
。
田町+徴
山
聞
は
{
刀
激
名
に
候
得
共
、
如
仰
と
た
へ
あ
し
〈
如
何

に
供
。
外
陀
叶
巾
名
存
首
不
巾
候
。
先
づ
山
寧
附
陀
被
成
被
也
、
御

+
山
花
存
候
。
斜
内
宜
し
き
名
打
出
候
は
ピ
可
申
逃
候
。
劣
甥
符
並
区

和
問
共
に
被
泣
見
申
候
。
山
翠
闘
記
も
一
覧
仕
候
。
大
方
よ
ろ
し
〈

存
候
。
と
く
と
見
候
て
来
硲
可
申
越
候
。
手
桁
陀
か
ら
め
ら
れ
、
詩

文
得
凡
申
俄
も
疎
慨
に
龍
成
申
候
。

刷
出
目
も
細
井
次
郎
太
夫
よ
り
、

丹
波
篠
山
飽
綴
苛
八
去
の
持
抑
制
み
越
候
。
篠
山
城
主
松
平
紀
伊
守
殿

よ
り
抑
制
被
申
、
次
郎
太
夫
働
に
も
混
成
候
問、

何
と
ぞ
と
申
越
候
。

峻
按
難
仕
測
進
候
。
恕
怨
の
上
手
姉、

銃
迎
り
不
巾
致
難
儀
候
。
一
勝

保
琵
琶
記
、
此
皮
恐
見
の
通
り
、
劣
酬
明
迄
申
越
候
問
、
御
開
且
可
被
成

右
一
街
中
西
玄
菩
所
V

題
。
枕
首
都
川
端
ゴ
寸
一
時
亭
保
十
四
年
丁
酉
各
十
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。
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総
成
出
品
一
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日
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窓
下
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川
風
吹
ν
而
談
泉
人
・
先
生
前
総
夙
所
vw
柏
町
鍛
聞
今
蒋
a

始
相
伊
良
。
古
来
伎
乎
米
為
u
如
↓
只
数
包
四
明
呂
廷
振↓

可

般
小

祝
魯
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五

浮
窓
流
水
界
時
新
4

際
見
有
ν
辺
究
亦
襲
。
放
岬
断
丘
銀
百
年
内
封
。
郎
世
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候
由
文
献
泊
考
に
川
巾
由
。
文
献
泊
考
は
党
不
巾
候
。
仙
川
子
所
持
の

通
考
は
、
先
年
始
巾
候
。
只
今
世
地
花
も
逝
考
所
持
の
者
稀
陀
候
。

先
頃
も
榊
原
敗
よ
り
腹
部
品
の
俄
一
帯
広
参
申
候
て
巾
遺
候
。
家
訓
阻
本

泥
の
趣
に
候
へ
ば
鹿
山
肌
は
無
之
候
。
作
v
酬明
山州
v
主
と
有
之
、
鹿
賀
の
さ

た
は
無
之
候
。

此
度
一榊
主
を
求
め
榊
版
家
へ
選
候
陀
も
、
榊
主
と
樹

ば
か
り
も
と
め
遺
巾
候
。
陸
部
品
は
司
川
町
滋
公
な
ど
被
申
出
俄
と
被
訂

候
。
笹
川
怖
に
祢
之
哉
、
相
暗
俄
絡
陀
H

品
不
巾
供
。
正
践
へ
移
し
申
す
時

分
も
、秘
北
ハ
に
山
し
列
し
巾
す
附
分
、防
w
v倒閣
川
v主
申
す
由
民
候
へ
ば
、

鹿
廷
は
入
不
巾
候
。
山
円
山
一川仙
の
時
分
、
M
M

献
・
終
献
・山肌
表
北
ハ
陀
改
申
す

都
は
mA不
巾
候
。
左
桜
陀
御
座
候
て
は
、
珠
の
外
相
州
殺
に
龍
成
候
。

惣
ペ
て
斤
氏
が
俄
節
は
、
文
八
ム
の
本
・
江
と
納
巡
の
都
共
有
之
候
。
委

制
な
る
桜
花
候
仰
北
ハ、
却
り
て

本・
江
に
て
よ
く
聞
え
巾
俄
共
有
之

候。仰
夜
京
の
時
分
或
明
生
巾
候
曲、

榊
民
向
山
出
部
品
山
市
に
御
紋
不
申、

疋

疲
へ
移
し
巾
時
分
椴
よ
り
山州し、

主
抱
~
は
制
移
候
陀
付
、
鹿
賀
を
用
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